



― フォニックスとシャドーイングを用いて ― 
 



















































































































































































(1)対象：山形県内 A高等学校第１学年 A組 B組 
(2)教科名と単元及び指導期間 
指導時期：2017年 10月 10日から 11月７日 
コミュニケーション英語Ⅰで指導を行った。教
科書は『MY WAY English CommunicationⅠ』を使












































































































































































上手に発音できた よく発音できた あまり発音できなかった 全く発音できなかった






















































図６ A 組音読に対する意識の変容 
 
 








































































Section１を音読した A 組ではアクセント 9 回,
やり直し２回,ためらい５回。B組はアクセント 12





やり直し 15 回,ためらい 20 回“th”１回,“ar”
 
図 10 Section１の音読調査 
 
 
















































































































































































































































Effectiveness of Instruction on Pronunciation 
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